
【研修担当者へ】
〇 各校の実態に応じて、本ファイルを加除修正して活用ください。
〇 各スライドに示した読み原稿（例）は、研修時に参考ください。
〇 「蓄積した実践の活用」、「協議」のスライドは必要に応じて分割して活
用できます。
〇 「協議」のスライドは、授業５の場面で分割して活用できます。

【読み原稿】
本資料は、児童生徒が主役となる授業づくりについて、
以下の内容で構成しています。
・ 研修のねらい
・ 蓄積した実践の活用
・ 協議
・ まとめ
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研修を実施するに当たり、ねらいを確認します。

研修のねらいの構成は、以下のとおりです。

スライド３で、授業５に基づいた授業改善の工夫を交流し、
スライド４で、研修のねらいを知り、
スライド５で、質の高い授業について共有します。
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岡山型学習指導のスタンダードの授業５の導入当時は、スライドに示したような
姿も見られました。
現在は、授業改善の推進により、このような姿は減少しています。
表のようにならないようにするため、各自が実施している工夫について、５分間
で情報交換をします。
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本研修のねらいは、質の高い授業の実現のために、
１『学習指導Ｓ【増補版】授業改善、「一歩先へ！」』（以下、「一歩先
へ！」とする。）に基づき協議することで、児童生徒が主役となる授業づ
くりについて理解を深める。
２各自の実践の好事例を共有することで、学校全体や各自の授業改善に生
かすことをねらいとしています。
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ここで、「質の高い授業」について、共通理解をします。

左の授業前の集団を見てください。学級集団の中には、本時の学習内容を得意と
する児童生徒も、苦手とする児童生徒もいます。
この集団が、授業をとおして学習内容への理解を深め、右に示した授業後の集団
となるような授業が「質の高い授業」と言えます。

では、どのようにして授業の質を高めたり、学校全体で共有すればいいでしょう
か。
以降のシートで考えましょう。
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授業の質を高めるには、本校に蓄積している実践を有効に活用することが重要で
す。

蓄積した実践の活用の構成は、以下のとおりです。

スライド７では、学習指導のスタンダードとの関連を示しています。
スライド８では、力量ある先生方の経験を若手先生方等に継承する必要性を、
スライド９では、児童生徒の授業観を「教わる」から「学ぶ」へ転換する必要性
を説明しています
スライド１０では、培ってきた優れた授業や「授業５（ファイブ）」に基づいた
実践の蓄積を生かすことの重要性を示しています。
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これからも、「岡山型学習指導のスタンダード」が基盤であり、「一歩先へ！」
は、授業の質の向上に向けた取組の手掛かりを示す位置付けです。

取組の手掛かりの２つの柱は「児童生徒が主役となる授業づくり」「全体を見通
した単元計画」です。
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学校には、経験年数や担当教科の違いにより、様々な立場の先生方がいます。

力量ある先生方には、若手の先生方における更なる授業の質の向上に向け、自身
の授業づくりを「一歩先へ！」の視点を踏まえて実施したり、語ったりしていた
だくようお願いします。

力量ある先生方が授業改善に取り組む姿勢やその経験を伝えることが、若手の先
生方に好い影響を与えます。
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上段のタイトルにある、児童生徒が授業観を「教わる」から「学ぶ」へと転換す
るためには、先生方の授業観を転換する必要があります。

その理由を、中段に示しています。
左枠のように、児童生徒が「教わる」という受動的な態度で授業に向かえば、学
習活動がやらされ感のある作業に留まってしまう可能性があります。
一方、右枠のように、児童生徒に、課題を自分事として捉えさせ、自ら「学ぶ」
能動的な態度を引き出すことで、個々の児童生徒がより力を伸ばすことにつなが
る可能性が高まります。

そのために、下段に示すように、導入と展開を工夫しましょう。
導入では、既習事項や日常生活と関連付ける等、児童生徒が「○○したい」と感
じられる手立てを工夫することが大切です。
展開では、各自がもった考えを関連付け、考えを広げたり深めたりしながら解決
に迫りましょう。
また、達成度を確認する際、答えだけでなく、解決に至った方針や過程を振り返
ることで、課題解決に必要な力を育みましょう。
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本校において、「岡山型学習指導のスタンダードの『授業５』」に基づいて蓄積
してきた実践を基盤とし、授業５を「１歩先へ！」進めることが授業の質を高め
ることにつながります。

留意してほしいことは、
授業５の③「目標の達成度を確認する」の一歩先について、「課題解決の過程を
振り返らせる」とし、「振り返る」という言葉を使っています。
ここにおける「振り返る」は、本時の課題について、授業５の②までを振り返り、
課題の解決過程を確認することです。
児童生徒自身が、達成度を確認できるよう、問題や活動に取り組む場を設定し、
答えだけでなく、解決過程を振り返らせることが大切です。

なお、授業５の⑤「授業の振り返りをする」は、授業全体を振り返り、自分の学
びの手応えや意義を考えることですので違いに留意ください。
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授業５を「一歩先へ！」進めるために、各自の優れた実践について協議をとおし
て共有します。

協議の構成は、以下のとおりです。

スライド１２では、「協議」用スライドの構成について説明します。
スライド１３、１４では、「学習問題を自分事として捉えさせる。」ための手立
てを協議します。
スライド１５、１６では、「考えを広げ、深めさせる。」ための手立てを協議し
ます。
スライド１７、１８では、「課題解決の過程を振り返らせる。」ための手立てを
協議します。
スライド１９、２０では、「学習内容を整理、確認させる。」ための手立てを協
議します。
スライド２１、２２では、「学習の成果を自覚させる。」ための手立てを協議し
ます。

11



協議用スライドの構成について、説明します。
授業５の１場面につき、２枚のスライドがあります。
１枚目は、協議した内容をメモするスライドであり
２枚目は、方法例や指導技術を示したスライドです。

左に示している「メモ用スライド」は、協議や交流の時に活用します。
上段に、授業５のうち、協議する場面を示し、
中段に、左に改善が必要な状態、右に目指す姿の例を挙げ、
下段に、自分の考えを記入する欄と協議の中で参考になった考えを記入する欄を
設けています。

右に示している「参考用スライド」は、メモ用スライドで自分の考えを持ちにく
い時、本場面における協議のまとめ、校内で取組を共有する時に参考にします。
上段に、授業５のうち、協議する場面を示し、
下段に、左に「一歩先へ！」のｐ３、４の板書例から関連する部分を赤枠で囲っ
て示し、右に「一歩先へ！」のｐ７〜９に示した指導技術から関連する部分を示
しています。

【研修担当者へ】
協議の進行例は、以下のとおりです。
１ 自分の考えを書く（５分） １枚目のスライドを活用する。必要に応じ２枚
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目のスライドを参考にする。
２ 考えを出し合う（１０分） １枚目のスライドを活用する
３ 考えの共通点を探り、一般化する（１０分）１枚目のスライドを活用する。
必要に応じ２枚目のスライドを参考にする。

※ 各項目における時間は目安であり、人数、研修時間等により変更ください。
※ 授業５の２から５も同様に進めてください。
※ スライド１３に読み原稿例を示しているので、参考としてください。
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【協議の進行の具体例】
・児童生徒に「学習問題」を自分事として捉えさせるために、実施したり考えら
れたりする手立てを協議します。
進行は、１ 自分の考えを書く（５分） ２ 考えを出し合う（１０分） ３
考えの共通点を探り、一般化する（１０分）とします。
１枚目にメモをするとともに、必要に応じて２枚目のスライドに示しているペー
ジを参考にしてください。

・（こんなことはありませんか？に注目してもらい）めあてを、毎時間教師が提
示している、問題文がめあてになっている（参照：スライド３）等により、本時
に取り組むべき課題について、理解が不十分なままで学習が始まってしまうこと
はありませんか（参照：こんなことはありませんか）。

・児童生徒に、学習問題を自分事として捉えさせるには、既習事項と関連付け、
解決の見通しを持たせたり、本時の目標に応じた問いを提示したりする等の手立
てが考えられますが（参照：一歩先へ！）、先生方はどのような手立てをしてい
ますか。

・時間を５分とりますので、自分の考え欄に、実践したり、考えたりしている手
立てをお書きください。
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・全体（グループ等）で考えを出し合い、共有をします。

・（出された考えについて、比較・分類した上で）学校として共通して取り組む
ことを共有します。

・ここで出された意見に加え、２枚目のスライドに示されている○○にも留意し
ながら取組を進めましょう。
（授業５の他の場面の協議へ進む）
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最後に、本研修を実践につなげるためにまとめを行います。

まとめの構成は、以下のとおりです。

スライド２４では、実践について多面的に評価し、授業の質の向上を図ることの
大切さを説明しています。
スライド２５では、本研修を授業改善に生かすための振り返りを行います。
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中央を見てください。
増補版の目的は、授業の質の向上であり、そのために、「児童生徒が主役となる
授業づくり」について研修しました。

左を見てください。
児童生徒が主役となる授業を実現するためには、先生方の授業観を転換し、一⻫
講義型の授業だけを実施するのではなく、本時のねらいに応じて児童生徒主体の
授業を取り入れる必要があります。
そのために、授業５を一歩先へ進める（①から⑤を確認する）取組を推進しま
しょう。

授業観を転換しようと挑戦している先生方を支えることも大切です。具体的には、
中央の下段にあるように、多面的な評価により、成果を自覚させ自信を育んだり、
次のステップを明確にし取り組むべきことを焦点化したりすることが大切です。

このような取組を全校一丸となって推進し、児童生徒の力を伸ばしていきましょ
う。
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最後に、研修を通しての気付きや、共有した取組を推進するための振り返りをし
ます。

５分間で、気付きや今後取り入れたい工夫を記入しましょう。

（記入後）各自の振り返りを共有することで、今後の実践のポイントを互いに宣
言し合いましょう。
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以上で、研修を終了します。
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